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マネジメント

従業員の
健康と安全人権 交通安全 人財育成 労働慣行 地域社会への貢献

「従業員」は、一人ひとりの可能性を最大限発揮できるよう自ら学ぶことができ

る機会を拡大し、継続的な学習と能力開発を企業文化にすることで人財育成に

つなげるとともに、適切な労働慣行を実現し、従業員の健康と安全を第一に活

力のある職場づくりを目指しています。

「地域社会への貢献」は、日産が事業を行ううえで地域社会が重要なステーク

ホルダーと認識し、環境・交通安全・ダイバーシティといった3つの戦略領域に

おいて、グローバル規模で地域社会へ貢献することを目指しています。

本レポートではこれら６つの領域と、それらに共通する人権への取り組みにつ

いて報告します。

日産の事業活動はさまざまなステークホルダーに支えられています。日産はあ

らゆるステークホルダーの権利を尊重するとともに、グローバル企業として、社

会からの要請や社会的責任を常に意識しながら事業活動を推進し、持続可能

な社会の発展に貢献しています。

「Nissan Sustainability 2022」においては、事業などのリスクや機会も考慮

し、「社会性」側面の重要な6領域として、「交通安全」「ダイバーシティ&インク

ルージョン」「品質」「サプライチェーン」「従業員」「地域社会への貢献」を定め、

関連する取り組みを推進しています。

「交通安全」は、日産車がかかわる交通事故の死者数を実質ゼロにする「ゼロ・

フェイタリティ」実現に向け、事故そのものを減らすための取り組みを進めます。

「ダイバーシティ&インクルージョン」は、性別や国籍の多様性を強みとすべく、

さまざまな背景を持つ人財を積極的に採用し、さらには一人ひとりがその力を

最大限発揮できる、真にインクルーシブな（多様性を受容できる）会社となるこ

とを目指しています。

「品質」は、日産の活動の重要な基盤であり、お客さまの声一つひとつに真摯に

耳を傾けることを原点に、品質向上への意識を組織のあらゆるレベルに浸透さ

せています。

「サプライチェーン」は、原材料調達から製造・物流・販売・サービスなど、商品

がお客さまの手元に届くまでの一連の活動全体にわたって、サステナビリティ

の取り組みを強化していきます。
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